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(報告）報告

秋田県立博物館の全館燥蒸消毒の報告

I.初年度からの計画・実施の経過報告

当館は、収蔵資料及び展示資料を、害虫・糸状菌類の

被害から防除して永久保存するため、別表（表1）のと

おり毎年1回収蔵庫・展示室の煉蒸消毒をしている。

煉蒸実施に際しては､毒性の強いガス(CH.Br-85

％、Eo-15^商品名エキボン）を使用するため、各

煉蒸室はガス漏れのないように完全密閉することは勿論

であるが、館職員についてもこの期間は担当者以外の立

入りを禁止するとともに、館内外の要所に立入禁止の表

示をし、近くの部落にもこの期間は館の周辺に近づかな

いよう事前に連絡し、事故のないよう万全を期している。

又、この期間は休館となるので、「煉蒸のための休館」

であることを県内の報道機関にお願いして一般に周知徹

底させるとともに、関係機関（各公所・社会教育機関、

学校関係その他）へは文書をもって協力をお願いしてい

る。但し、報道機関・関係機関へのお願いは煉蒸実施の

約1ケ月前から実施している。

煉蒸実施後の効果の確認については、後述の「煉蒸消

毒作業仕様書」にあるとおり供試虫、供試菌の生死の確

認によっており、過去5回実施の結果はいづれも「死」

を確認しており、煉蒸消毒作業は一応成功したものと判

断している。

展示品・収蔵資料への対応としては

①展示室内に展示中の資料は、ガラスケースをすべ

て開放し、ガスの通りを良くする。

②展示中の軸物の日本画は変色をおそれ、箱の中に

入れ、消毒

③金属類（刀剣を含む）についても、同ガスによる

消毒を行なう。

④収蔵庫内の資料については、ガスの通り及びガス

ぬきのためにも箱に入っているものは、箱ぶたを多

少あける。文書類で密着しているものについては、

位置をずらす。

などの対応をとった。

又、他類似施設から煉蒸の依頼のあった資料について

も当館資料と同じ規準で実施し、その要望に答えた。

武石基・半田和彦

煉蒸業者の選択については、過去4回は指名入札によ

り決定したが、54年度は諸般の事情（煉蒸作業内容・入

札価格等）から随意契約とし、イカリ消毒（株）と契約

し実施した（過去4回のうち第1回は三共（株）に、2

回以降はイカリ消毒（株）に落札した）。

全館煉蒸消毒は今年で5回目である。最初（49年度)、

収蔵資料・展示資料へのガスの影響が心配されたが､ガ

ス放出後当館学芸課資料担当職員の立ち合いの上検査し

た結果全く影響のないことが確認された。現在（54年度）

も資料への影響は出ていない。

次に煉蒸作業の細部については「煉蒸消毒作業仕様書」

にくわしい。

D目的及び煉蒸範囲

各収蔵庫及び展示室の害虫・糸状菌（カビ類）の防

除の範囲は1F収蔵庫・3F収蔵庫・第一展示室・

第二展示室・第三展示室とし、容積は下記のとおり。

2使用薬剤・基準投薬量、煉蒸時間

薬剤は臭化メテルと酸化エチレンの混合剤を1㎡当

り1009とし、煉蒸時間は初回投薬終了後48時間と

する。

3目張り作業

安全・効果の両面からきわめて大切な作業であるの

で、次の事項を遵守すること。

①作業は2日以内に念入りに行なうこと、その際

作業員の半数は博物館煉蒸の熟練技術者であるこ

と。

＠目張りに用いる資材は壁面等を汚損しないもの

であること。万一汚損した場合は原形に復するこ

と。

⑤目張り作業の最終段階で、各目張り個所につい

て、当館担当職員の立ち会い検査を受けること。

4収蔵庫及び展示物についての保安処置

煉蒸消毒によって被害を受ける恐れのある収蔵物・

展示物については事前に十分な保護対策を講ずるこ

ととし、当館担当職員の確認を受けること。

，ガス投薬作業
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投薬は屋外に設瞳した気化器で薬剤を完全に気化さ

せ注入用パイプを用いて投薬する方式をとり、次の

事項を守ること。

①気化器は熱源を電力とした防爆型。混合ガス同

時気化設計のもので、気化能力を毎分1"以上有

するものを使川すること

＠投薬を短時間統一的に行うため、同一能力を有

する気化器2台以上を便川すること

⑤一時の多量投薬は急激な内圧上昇を招き、ガス

漏れの要因となるので、2～3回の分割投薬を行

うこと◎投薬の間かくは12時剛間かくとするが、

内部濃度測定結果によっては、その間か<を適宣

変更してもよい。

eガス投薬は不測の事態に備えるため熟練技術者

が行う。

6）内部濃度測定作業

室内ガスの機度が有効濃度を維持しているかを経時

的にチェックするため次のようにすること。

④測定3～4時間間かくで測定記録する。

＠測定用ガスの採取は、2F展示室は4地点、第

二展示室は3地点、第三展示室は3地点、Ip収

蔵庫は3地点、3F収蔵庫は5地点とし、測定用

パイプ設置位置、場所等は本館担当職員の確認を

受けること。

⑤測定計器は干渉式を用い、必要に応じて検知管

式による二重チェックを行うこと。

W煉蒸効果の確認

次のような方法によって作成した供試虫・供試菌を

当館担当職員立ち会いのもとに配備し、煉蒸後、そ

の効果の確認を行う。

④供試虫「コクヌストモドキ」を用い、（社）日

本シロアリ対策協会の煉蒸効果確認仕様に準ずる

が、三角フラスコ50cc以上、ガラス管の長さは

50m以上とする。

＠供試菌はアスペルギルスニガーとし、3紙片に

10-ケ以上付着させ、5枚1セットとする。

④供試菌の生死の確認は衛生試験法に準じて行う

こと。

e供試菌の調整・培養は第三者機関で行う。その

際当館担当職員にその第三者機関名を事前に連絡

し、了承をえること。

8）煉蒸中の安全確保について

有毒ガスを多量に用いるので、その安全確保につい

て次の事項を厳守すること。
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①煉蒸中は数名以上の熟練技術者を配備し、不測

の事態に備えること。

＠煉蒸中、夜間は2名館内に宿泊させ安全確保に

あたる。

④博物館周辺の要所をロープで囲い、立人禁示の

表示をする。

e館内及び館周辺を災色式測定器で定期的に測定

する

④管a棟で職員が執務巾の場合はガス漏れ弊報器

を設i勝し安全確保にあたる。

9）煉蒸終了後の検査

煉蒸終了後、展示物・収蔵物等についての被害の有

雌、排気の状況（残留ガスの有無）について当館担

当職員の立ち会い検査を受けること。

m結果の報告について

以上の煉蒸作業結果について、各測定データを含め

すべてまとめて報告すること（報告部数－2部）

註煉蒸容積は下記の通りである。

1F収蔵庫1,219.8Trf

3F"3.118.2nf

第一展示室5,840.6㎡

第二〃4,071.6rrf

第三〃1,9256㎡

合計16,175.8Trf

Ⅱ昭和54年度の実施報告（転載）

秋田県立博物館殿

ガスくん蒸方式による定期殺虫・殺菌（カビ）消春

昭和54年度作業結果報告害

ｲｶﾘ消毒株式会社

文化財ガス填蒸プロジェクト．チーム

昭和54年9月
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AHP・勘iq⑧rによる52菌（カビ〕効果確露

（サブロー培地30℃148時間宅冨）
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はじめに

昭nr.-!年度ガスくん蒸方式による殺虫、殺菌（カビ）

消毒は、所期の目的を達成して無事作業を終了しました。

今回は、前|‘'|までの秋期（9～10月）から夏期(7INJ

旬）へ作業時期の変更があり、殺虫、殺菌効果に大きく

関係する温度の、高い状態で実施できました。これらは、

今後の作業の計画、実施に当っても参考になることが多

いと考え下記の通りまとめました。

記

1)作業日程

7nil日16:00～17:oo機材開梱、据付け

n:oo～18:30収蔵庫関係一部IIはり作

業

7月12日8:15～12:oo第3収蔵庫関係

目ばり、配管作業（空洲

系統機室を含む）

第1，2，3展示室配椅

作業

13:00～18:00第1、2，3展示室目ば

り作業（機械室を含む）

16:30～n:oo供試虫、供試菌配備

18:20～20:30機械室残り目張り、3F、

2F仮設壁作り

7月13日8:oo～io:oo残り目ばり作業、最終点

検、気化器作動

11:00～ガス投薬、測定作業開始

71115日12:30～節3収蔵庫ガス開放作業

開始

15:30～第2展示室ガス開放作業

｜刑始

16:30～第1収蔵庫ガス開放作業

開始

17:15～節3展示室ガス開放作業

開始

18:15～第1展示室ガス開放作業

開始

則投薬方法と濃度推移

昨ｲ'三度作業において一部試みた分割投薬方式がよい結

果をえたので今回は、さらに械械的にこれを採用し表1，

2の通り実施した。これまで行った多くの博物館等での

経験から平均有効機度を5,000～7,000ppmに設定し、

この維持を計ることとした。また、これまでの経験から

投薬速度と濃度維持にもﾎ｢l関関係があることをふまえて

投薬方法にもいくつかの工夫をして行った。その結果、

図1～5に示すようにきわめて良好な濃度維持の結果を

えた。尚、濃度の値は、臭化メチルで測定し、それを混

合比から温度補正をして換算した。

3）作業効果の確認

効果の確認は、生物指標(Biologicalindicator)

方式で行い、昆虫類については昨年通りコクヌストモド

キ(Triboriuncastaneum)を、カビについてはクロ

カビAspergillusniger{OUT3151)の分生胞子を

104，10ケを最終目ばり前に貴館関係者立合いのもと

に生死を確認し、カビについては衛生試験法の真菌類滅

菌試験法に準じて判定した。

その結果、昆虫類については全個体の死滅を確認した。

また、カビ類についても11絵写真にみる通りすべて死滅

を確認した。

おわりに

Ill'l和51年度より実施してきたことから、作業関係者も

現場に習熟し全般的にきわめて効率よくかつ安全に作業

ができました。

今回、実施時期を早めたことは、ガスの拡散、対象生

物への効力のいずれにとっても良い条件となるので、今

後もこの時期に実施するのが好ましいと考えます。これ

まで同一現場で十回実施しましたが、ガス体と云う得体

の知れない存在ではありますが、今Iu1までの作業を通じ

て貴館の構造的条件とガス体との関係についてのデータ

－144－
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資料も可成り出そろったと考えられますので、これまで

の報告書等と合わせて検討され、より効率の高い博物館

管理を考えられる際のお役に立てば望外の幸せと存じま

す。
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武石基・半田和彦

人体に害を及ぼすことがないと確認するまで、こ

の箇所への立入りを禁示する。（この場合、出人

口付近に関係者以外は近付かないように対策を櫛

ずる）

(2)その他の対策

イ．エントランスホール、展示ホール、休憩ロビー

等は煉蒸消毒を行わないが、念のため関係者以外

の出入りは禁示する。

ロ、付近の住民に対しては、部落代表者を通じて十

分周知させるようにする。

ハ、館外（周辺）の各地点に注意札を立て、付近を

とおる者に注意を促す。

二、部外者には事前周知として、上記（ロ）以外の

処置を次の関係機関を通じPRする。

県総務部秘書課・教育庁秘書企画課

企画調歳部広報課・各地方教育事務所

生涯教育推進本部事務局（全県小中学校）

小泉潟公園管n事務所・各市町村教育委員会

各県立高等学校・県内交通（バス）機関

得報道機関

これらの機関への通知は煉蒸実施の約1ケ月にあたる

昭和54年6FJ12日に行われた。その結果、その期間にお

ける教育機関の団体見学や観光会社の団体見学等の日程

で混乱を起こすことなく、安全かつスムーズに目的を達

することが出来たのである。

今後、県内顛似施設からの煉蒸依噸が増加することが

考えられるため、これへの適切な対応が考えられなけれ

ばならなくなって来ている。

表1秋田県立博物館全館煉蒸実施表

回数 煉蒸実施年月日 期間 煉蒸業者 薬品名 煉蒸時間

第1回 S50.3.24～3.31 8日間 共(株） 臭化メチル(CH,Br) 48h

2回 S51.9.16～9.23 〃 イカリ消灘(株） エキボン(CH3Br+Eo) 〃

3回 S52.9.19～9.26 〃 〃 〃 〃

4回 S53.9.28～10.5 〃 〃 〃 〃

5回 S54.7.12～7.19 〃 〃 〃 〃
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